
令和６年度芸術教室 ～ 学 校 寄 席  ～  

  優れた芸術を鑑賞することによって、感性豊かな人間形成をするこ 

とを目的とした芸術教室。今年度は寄席を鑑賞します。 

立川談志の愛弟子、立川生志が師匠そっくりの口調(生徒の皆さん 

はわかるかな、、、)で会場を沸かせてくれそうです。噺の合間の毒舌?も

楽しみです。 
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「見えない力」と探究活動 

１０月を目前に、ようやく暑さも落ち着いて日中でも過ごしやすくなりました。天気予報の最高気温を見るとホッとします。 

３年生で総合型選抜・学校推薦型選抜を希望している生徒は、受験勉強と並行して、この夏を志望理由書・学習計画書の作成、小論文・面

接の準備に費やしました。大学によって出願期間は異なりますが、例えば、弘前大学の総合型選抜出願期間は９月１９日（木）～２６日(木)

で、１０月末には本番を迎えます。毎日昼休みや放課後、職員室前の学習机で先生方の指導に一生懸命向かっている３年生の姿を見ると、２

年後は自分たちの番だな、と背筋が伸びる思いがします。大学入学共通テストの出願も９月末で終わり、まもなく総合型から受験が始まりま

す。 

さて、「非認知能力」、あるいは「見えない力」という言葉を見聞きしたことはありませんか。認知能力は、IQ や読解力などの知的な能力

で、テストの点数で測定されます。一方、非認知能力は、協調性や忍耐力などの人間関係や自己管理に関連する力で、どの程度身についてい

るかは客観的に捉えづらい力です。しかし、この「非認知能力」は社会の変化とともに、よりよく人生を送るために必要な資質・能力として、

生涯にわたって大きな恩恵をもたらすことが様々な研究によって明らかになってきており、大学、企業を問わず、見えないながらも様々な方

法で社会の中で評価されています。本校も授業・学校行事・部活動等を通して、認知能力に加え、こういった非認知能力の育成を目指してお

り、その中心土壌となるのが「探究活動」だと考えます。「課題の設定→仮説→検証」の過程を、「うまくいかないもどかしさ」とともに繰り

返すことで、思考力、判断力、発信力、行動力、創造力等を身に付けていくのです。取り組んだ結果うまくいかなくても、その過程が大切だ

といわれる理由がここにあります。総合型選抜や学校推薦型選抜を活用する生徒の中には、自分の探究活動でうまくいかなかったことを大学

での学びにつなげたケースも多く見られます。10月のSakuraTimeでは「課題設定」が始まります。たくさん悩み、考え、行動しよう！ 

                   

 

 

                                

        

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
１０月 １日(火) 文理選択調査用紙提出〆切 

２日(水） 45分授業①～③ 芸術教室/進路志望調査入力〆切 

 ３日(木) ⑦SakuraTime 

 ４日(金) (月)の授業 

 ８日(火) ⑦避難訓練 (避難ばしご訓練 ジャージ着用)  

１０日(木) ⑦SakurraTime 

１２日(土) PTA親睦ボーリング大会(弘前ファミリーボール) 

１４日(月) スポーツの日 

    １５日(火) ⑦「薬物乱用防止教室」 

   １７日(木) ⑤⑥⑦SakuraTime 「職業人講話」 

２２日(火) ⑦「性教育講話」 

２４日(木) ⑦SakuraTime 

    ３１日(木) 授業公開 ⑦SakuraTime 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０月行事予定 (1学年関係) 職 業 人 講 話  

キャリア教育の一環として、1学年を対象に「職業人講話」を計画し

ています。今回は各分野で活躍されている8名の講師の方々に講話・ワ

ークショップをお願いしています。複数の講話に参加できればよいので

すが、時間の設定上１つを選ぶことになります。講師の方々のお話から、

人の生き方について思いを巡らせ、どのように自己実現を図りそして社

会貢献していくのか、自身の考えを深める機会にして欲しいと思いま

す。なお、講師の案内、講話・ワークショップの進行、号令など生徒主

導で行います。 

  講  師  紹 介 

①津軽錦絵作家協会            会 長 三浦 吞龍氏 

②弘前市立郷土文学館          企画研究専門員 櫛引 洋一氏 

③日本赤十字社青森県支部           事業推進課 中堤 大介氏 

④国立病院機構弘前総合医療センター  診療看護師 前田 倖平氏 

⑤まわりみち文庫               店 主 奈良  匠 氏 

⑥株式会社青南商事           代表取締役 安東 元吉氏 

⑦Hirosaki Air / Next Commons Lab 弘前 / 

アドミュージアム東京 

クリエイティブ・ディレクター・学芸員 樽澤 武秀氏 

⑧株式会社蟻塚学建築設計事務所       建築家 蟻塚  学 氏                      
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弘前中央高等学校 第１学年 

令和６年９月27日(金)発行 

BLEND・HPでもご覧いただけます 

 

 

 

。゜○。゜○ 経験は宝なり 経験・記憶は「記録」に ○。゜○。 

教室や週番BOX前の進路掲示板には、県内企業・国公立大学・私立大

学だけではなく、他県からも寄せられた「講演会」「公開講座」「セミナ

ー」「体験活動」「ワークショップ」の参加募集ポスターが掲示されてい

ます。コロナ禍をきっかけに、全国どこからでも WEB で参加できるも

のが増え、部屋にいながら学ぶことが可能です。自分の興味関心や進路

に合わせて、どんどん参加しましょう。そして、参加した講演会等の記

録(テーマ、内容、感想)は必ず残しましょう。「今未来手帳」はそのた

めに活用できるツールです。きっと役に立ちます。 

 



 

 


